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特　集 推進工事の施工管理（工程・安全・品質）

はじめに1

　アースナビ推進工法協会（以下、当協会）は、（公財）鉄 
道総合技術研究所と㈱ジェイアール総研情報システムが
共同開発した管きょ推進工法向け掘進機位置推定装置

「Sリード」の運用および普及のため2012年6月に設立
され、今年で9年目を迎えた。現在までにSリード（管きょ
推進工事での位置計測システム）を使用した施工を約
140件施工された。この間に掘進機の位置推定精度向
上のために、Sリードを使用した推進工事関係者の方々
からのご意見やご要望をもとに製品改良を繰り返して現
在に至っている。これまでの社会情勢の変化に応じた当
協会の取り組みや品質向上の観点から実施した分析や
対策について本稿でご紹介する。

Sリードについて2

2.1　計測原理
　Sリードは、光ファイバジャイロセンサで検出した地球の
自転角速度を分析して得られる方位情報、推進時の管
押込み量の2要素から図−1のように掘進機の現在位置
を推定することを基本原理としている。

2.2　構造
　計測器の筐体は写真−1のタイプが主であるが他の
形状も存在する。この筐体を図−2のように専用の搭載
管に搭載して掘進機先導管と接続して使用する。施工

写真−1　Sリードの筐体例

図−1　計測原理
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現場には写真−2のコンソー
ルボックスを主に掘進機オペ
レーション室に配置し、付属
の堅牢形コンピュータで計測
操作を行う。
　Sリードには計測関連デー
タをクラウド環境（インフラや
ソフトウェアを持たなくともイン
ターネットを通じてサービス利
用可能なもの）に保存する
仕組みが搭載されており、現
場の計測用コンピュータから自動的にクラウド環境にアッ
プロードされた関連データを当協会に所属する技術員が
リモートで監視している。

当協会の取り組み3

3.1　施工リスクアセスメント評価の導入
　当協会で扱う案件は他の工法で断念した難易度の高
い施工であることが多い、また駆け込みで施工可否の
打診を受ける案件も多い。現在に至るまで、最大4箇
所の曲線、河川下の施工、国道横断施工、極軟土質
施工など、難易度が高い施工を実施してきた。これに
対応するため施工ごとに施工図面の事前確認を行って
独自の基準で表−1のようにリスクアセスメントを行ってリ
スクを定量的に判断する仕組みを導入している。このリ
スクアセスメントにより、施工前に図面や測量誤りが判明
して難を逃れた施工も多く見られた。

3.2　掘進機位置推定精度向上の取り組み
（1）第1直線距離の短い施工への対応

①第1直線の重要性

　Sリードは、施工図面情報をもとに誘導計画線を設定
する。施工中は、Sリードで推定した掘進機の現在位置
を誘導計画線と対比して離れ量や座標で示された結果
を掘進機オペレータが確認している。Sリードは前述した

表−1　リスクアセスメントによるリスク数値化の例

写真−2　計測用コンソールボックス

図−2　掘削機とＳリード搭載管


